
日程と内容
　参加者の皆さんには会員の親子と共にプレイ・セ
ラピーを体験し、母親グループ・カウンセリングを一
緒に聞いていただきます。その後で発達支援や学
習会に関する質疑応答時間を設けます。

いちやなぎ会（ことばと発達の相談室）
ことばの遅い子ども達の「ことばと心の育ち」を考える親の会
言語聴覚士によるプレイ・セラピーと母親グループ・カウンセリング

平成２１年度さいたま市生涯学習支援事業

第12回 夏休み公開学習会
テーマ：発達障害を持つ子ども達への発達支援・親支援 

発達障害を持つ子ども達が社会参加した時に直面する様々な課題に向き合い、その解決策を探る。 

◎幼児期の母子への発達支援
☆幼児（２・３歳児）グループ：
７月３１日（金）午後（14〜16時）：ことばを育む母子関係とその土台作り。
（応答的な母子関係を築くために。子どもの言葉にならないことばに耳を傾け応答する。子どもがことばを獲得するために必要な
、コミュニケーションの基本からやさしく解説する。）

８月１４日（金）午後（14〜16時）幼児グループ：子どもの遊びの世界を体験する。
（母と子どもの遊びを通して、遊びの楽しさを共有し、子どもの気持ちや場面に合ったことばかける時のタイミングやコツを学ぶ。） 

☆年長児グループ
８月７日(金)午後（14〜16時）どういう考え方で、子どもの就学を考えるか。
（情緒、知的な部分、人間関係、集団行動で子どもの発達段階と発達の特徴を親が正確に把握し、冷静に受け止める。） 

８月２１日（金）午後（14〜16時）最適な就学先を選択するために。
(子どもの発達の特徴を正確に捉え、成長の傾きを予測し、苦手な部分の特徴は何か、どこが成長してきた部分なのか考える。） 

◎学齢期の発達障害を持つ子ども達と親への支援
８月　７日（金）午前（10〜12時）小４・５グループ：家庭・学校・地域の中の子ども達。
(お散歩、買い物、学校とは違う場所でお友達と遊ぶ経験などを増やすことも、社会参加していくための家庭での試みの一つ。)

８月１４日（金）午前（10〜12時）小３グループ：社会性を身につけるための家庭での取り
組み。（子どもは学校で頑張ってくる分ストレスを抱え込み易い。上手に毎日のストレスを解消でき、学びに繋がる放課後の過

ごし方を工夫する。遊びを通して、ストレスを自ら解消する術を身につける。）

８月２１日（金）午前（10〜12時)小６グループ：中学に向けて、家庭として取り組める事に
挑戦する。（色々な社会的経験を増やすために、デイサービスなどを利用して親以外の人との経験を増やす。日常生活の

中で子どもが出来る項目を増やしていき、社会参加するための準備をする。） 

第１2回夏の公開学習会に参加申し込みます 。  　　　　参加希望の日時に○をつけて下さい）

参加希望日：７／31（午後）、８／7（午前・午後） 、８／14（午前・午後） 、８／21 （午前・午後）

お名前：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お住まい：　さいたま市　　　　　　　　　　　　　　　区　　

連絡先：電話・Fax　　　　　　（　　　）　　　　　　メール　　　　　　　　　　　　 　所　　属：　　　　　　　学校・園　

保育希望（有・無）（　　　　）人　　保育の必要なお子さんのお名前と年齢　　　　　　　　・　　　　歳　　　学年

参加理由・質問したい事等
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ーーーーーーーー申し込み:下記フォームに記入または同じ項目をメールにて送ってください。ーーーーーーーー

対象：ことばの遅い子どもと保護者、園・学校の先生方
開催場所：さいたま市大宮ふれ合い福祉センター　　
　　　　　　　　　　　和室とプレールーム さいたま市大宮区土手町1-213-1

主催：いちやなぎ会（ことばと発達の相談室）
後援：さいたま市、市教育委員会、市社会福祉協議会（申請中）

講師：Ｙ先生（言語聴覚士）
講師プロフィール：いちやなぎ会（ことばと
発達の相談室）講師。
日本言語聴覚士協会会員、日本インリア
ル研究会会員

申し込み方法と連絡先
サイトのメルアドにメールでお願いします。
（メールは第12回夏の公開学習会参加希望と明記）
必ず事前に申し込みをお願いいたします。
折り返しご連絡をいたします。

保育有り・　　参加費無料


